
国立保健医療科学院長　　殿

機関名

所属研究機関長　職　名

氏　名

 次の職員の令和５年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。

１．研究事業名

２．研究課題名

３．研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）　　

４．倫理審査の状況

（※1） 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェックし

一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2） 未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3） 廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

６．利益相反の管理

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無  有 ■　無 □（無の場合はその理由　：　　　　　　　　　　　　　）

 当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無  有 □　無 ■（有の場合はその内容　：　　　　　　　　　　　　　）

 研究倫理教育の受講状況  受講 ■　未受講 □

 当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定  有 ■　無 □（無の場合はその理由　：　　　　　　　　　　　　　）

 当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無  有 ■　無 □（無の場合は委託先機関：　　　　　　　　　　　　　）

 その他、該当する倫理指針があれば記入すること

 （指針の名称：　　　　　　　　　　　　　　　）
□ ■ □   □

 厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

 等の実施に関する基本指針
□ ■ □   □

 遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □   □

 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針

（※3）
■ □ ■   東京女子医科大学 □

医学部 ・ 教授

山本　俊至 ・ ヤマモト　トシユキ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入　（※1）

有 無 審査済み 　　　審査した機関 未審査(※2)

令和 6 年 3 月 8 日 

東京女子医科大学

学長

難治性疾患政策研究事業

マイクロアレイ染色体検査で明らかになる染色体微細構造異常症候群を示す小児から成人の診
断・診療体制の構築

丸　義朗



国立保健医療科学院長殿

令和 6年 3月 22日

機関名 静岡県立こども病院

所 属 研 究 機 関 長職名 院 長

氏 名 坂本喜 三 郎

次の職員の令和 5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2.研究課題名 マイクロアレイ染色体検査で明らかになる染色体微細構造以上症候群を示す小児から成人

の診断 ・診療体制の構築

3. 研究者名 （所属部署 ・職名） 遺伝染色体科・医長

（氏名 ・フリガナ） 清 水健司・ シミズ ケンジ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
口 ． 口 口

指針(※3)

迪伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入する こと

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすること。

その他 （特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・辿伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に閑する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関における COIの管理に関する規定の策定

当研究機関における COI委員会設置の有無

当研究に係る COIについての報告 ・審査の有無

当研究に係る COiについての指導 ・管理の有無

受講 ■ 未受諧 口

有 ■ 無 □（無の場合はその理由・

有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □（無の場合はその理由 ：

有 口 無 ■（有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

2024年 4月 16日

機関名 自治医科大学

所属研究機関 長職名学 長

氏名永井良＝

次の職員の令和 5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理については以

下のとおりです。

難治性疾患政策研究事業l. 研究事業名

2. 研究課題名 マイクロアレイ染色体検査で明らかになる染色体微細構造異常症候群を示す小児から

成人の診断 ・診療体制の構築

3. 研究者名 （所属部署 ・職名） 医学部 講師

（氏名 ・フリガナ） 松 本歩 ・マツモト アユミ

4.倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象 とする生命科学・医学系研究に関する倫理
口 ． 口 口

指針(※3)

迪伝子治療等臨床研究に関する指針 D ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
□ ． 口 口

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり避守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審壺済み」にチェックし一部
若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審西」にチェ ックする こと。

その他（特記事項）

(※2) 末審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム ・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象と する

医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関における C OIの管理に関する規定の策定

当研究機関における C OI委員会設置の有無

当研究に係る COIについての報告 ・審査の有無

当研究に係る COIについての指尊 ・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講 ■ 未 受講口

有・ 無 □（無の場合はその理由・

有 ■無 □（無の場合は委託先機関：

有 ■無 □（無の場合はその理由 ・

有 □無●（有の場合はその内容．

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



2024年 3月 25日
国宣保健医療科学院長殿

機関名 東京慈恵会医科大学

所属研究機関 長職名 学長

氏名 松藤千弥

次の職員の令和 5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2.研究課題名 マイク ロアレイ染色体検査で明らかになる染色体微細構造異常症候群を示す小児から成人

の診断 ・診療体制の構築 (22FCl005)

3.研究者名 （所属部署 ・職名） 医学部 ・講師

（氏名 ・フリガナ） 竹内 千仙 ・タケウチ チセン

4.倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 1‘11’‘E ‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
口 ． 口 口

指針(※3)

造伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 仁l

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称 ： ） 
口 ． 口 口

(※l) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審韮が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2) 未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」、 「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒ トゲノム ・遺伝子解析研究に関する倫理指針J、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6.利益相反の管理

当研究機関における COIの管理に関する規定の策定

当研究機関における COI委員会設置の有無

当研究に係る COiについての報告 ・審査の有無

当研究に係る COiについての指海 ・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受謡 ■ 未 受講口

有 ■ 無 □（無の場合はその理由 ：

有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 口（無の場合はその理由：

有 □無 ■（有の場合はその内容 ：

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 6年4月 1日
国立保健医療科学院長 殿

機関名京都大学

所属研究機関長職 名 医学研究科長

氏名伊佐正

次の職員の令和 5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名

2.研究課題名

難治性疾患政策研究事業

マイク ロアレイ染色体検査で明らかになる染色体微細構造異常症候群を示す

小児から成人の診断・ 診療体制の構堡i

3. 研究者名 （所属部署 ・職名）医学研究科 ・准教授

（氏名 ・フリガナ）粟屋智就 ・アワヤ トモナリ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
口 ． 口 口

指針(※3)

迪伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針

その他、 該当する倫理指針があれば記入するこ と

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり恐守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェ ッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 （特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒ トゲノム ・迪伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受溝状況 1受講 ■ 未受講 口

6.利益相反の管理

当研究機関における C OIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由．

当研究機関における COI委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：

当研究に係る CO Iについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：

当研究に係る COiについての指導 ・管理の有無 有 □無 ■（有の場合はその内容：

（留意事項） ．該当する口にチェ ックを入れること。

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 6年 3月 27日

国立保健医療科学院長殿

地方独立行政法人大阪府立病院機構
機関名 大阪母子医療センター

所属研究機関長職名

氏 名

総長

倉 智博久

次の職員の令和 5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 難治t生疾患政策研究事業

2．研究課題名 マイクロアレイ染色体 査で明らかになる染色体／”細構造異常症候群を示す小児から成人

の診断・診療体制の構築

3. 研究者名 （所属部署・職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

遺伝診療科 副部長

西 恵 理 子 ・ ニシエリコ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
口 ■ ロ ロ

指針(※3)

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 □ 

(※1) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受溝状況 1受講 ■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関における COIの管理に関する規定の策定 有 ■無 □（無の場合はその理由 ：

当研究機関における COI委員会設置の有無 有 ■無 □（無の場合は委託先機関：

当研究に係る COiについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由 ：

当研究に係る COIについての指導・管理の有無 有仁l 無 ■（有の場合はその内容：

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



国立保健医療科学院長　　殿

機関名

所属研究機関長　職　名

氏　名

 次の職員の令和５年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。

１．研究事業名

２．研究課題名

３．研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）　　

４．倫理審査の状況

（※1） 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェックし

一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2） 未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3） 廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

６．利益相反の管理

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無  有 ■　無 □（無の場合はその理由　：　　　　　　　　　　　　　）

 当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無  有 □　無 ■（有の場合はその内容　：　　　　　　　　　　　　　）

 研究倫理教育の受講状況  受講 ■　未受講 □

 当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定  有 ■　無 □（無の場合はその理由　：　　　　　　　　　　　　　）

 当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無  有 ■　無 □（無の場合は委託先機関：　　　　　　　　　　　　　）

 その他、該当する倫理指針があれば記入すること

 （指針の名称：　　　　　　　　　　　　　　　）
□ ■ □   □

 厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

 等の実施に関する基本指針
□ ■ □   □

 遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □   □

 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針

（※3）
■ □ ■   東京女子医科大学 □

医学部 ・ 講師

下島　圭子 ・ シモジマ　ケイコ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入　（※1）

有 無 審査済み 　　　審査した機関 未審査(※2)

令和 6 年 3 月 8 日 

東京女子医科大学

学長

難治性疾患政策研究事業

マイクロアレイ染色体検査で明らかになる染色体微細構造異常症候群を示す小児から成人の診
断・診療体制の構築

丸　義朗



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

2024年4月4日

機関名 聖マ リアンナ医科大学

所属研究機関 長職名学 長

氏名北川 博昭

次の職員の令和 5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

1 ・研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2.研究課題名 マイクロアレイ染色体検査で明らかになる染色体微細構造異常症候群を示す小児から成人

の診断 ・診療体制の構築

3. 研究者名 （所属部署 ・職名）小児科学 ・助教

（塁 ・フリガナ）今泉太一 ・イマイズミ タイチ

4. 倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入(※I)

該当性の有無
未審査（※

有 佃‘’‘‘ 審査済み 審査した機関
2) 

人を対象とする生命科学 ・医学系研究に関する倫
口 ． 仁l 口

理指針(※3)

辿伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ■ ロ D 

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称 ） 
口 ■ ロ ロ

(※1) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり恐守すべき倫理指針に開する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審壼が完了していない場合は、 「未審韮」にチェックすること。

その他 （特記事項）

(※2) 末r,1r査に場合ば、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、 「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム ・辿伝子解祈研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受購 ■ 未受講 口

6. 利益相反の管理

当研究機関における co]の管理に関する規定の策定 有 ■無 □（無の場合はその理由：

当研究機関における COI委員会設皿の有無 有 ■無 □（無の場合は委託先機関：

当研究に係る C OIについての報告 ・審査の有無 有 ■無 □（無の場合はその理由：

当研究に係るC OIについての指導 ・管理の有無 有 □無 ■（有の場合はその内容：

（留意事項） ．該当する口にチュックを入れること。

・分担研究者の所屈する機閑0)長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



国立保健医療科学院長 殿

令和 6 年 3 月 31 日

機関名 慶應義塾大学

所属研究機関長職名学長

氏名伊藤公平

次の職員の令和 5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2.研究課題名 マイクロアレイ染色体検査で明らかになる染色体微細構造異常症候群を示す小児から成

人の診断・診療体制の構築

3. 研究者名 （所属部署・職名）

（氏名・フリガナ）

4.倫理審査の状況

文学部・准教授

北洋輔・キタヨウスケ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 価’‘‘‘ 審査済み 審査した機関 末審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
口 ． 口 口

指針(※3)

造伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 口 口 口

(※1) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「末審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)末審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・追伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関における COIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：

当研究機関における COI委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関・

当研究に係る COIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由 ：

当研究に係る COIについての指導・管理の有無 有 □無 ■（有の場合はその内容 ：

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 
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